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優秀賞　教育長賞　倉敷市立東陽中学校２年　生本季世佳
（絵の説明）
夏休みに牧場に行きました。その日はとても暑く、部屋の中でも暑いと感じるくらい
だったけれど、そんな中でも、外で牛さんたちは毎日おいしい牛乳を私たちに提供し
てくれるので、感謝したいなと思いました。

　 令和５年度

「牛乳大好き！絵画コンクール」受賞作品



み
の
構
築
」
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
な

ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
三

宅
委
員
長
は
「
思
う

よ
う
な
支
援
が
得
ら

れ
な
い
中
、
仲
間
が

１
割
以
上
減
っ
て
い

る
。
今
年
は
安
定
基

金
の
発
動
や
酪
農
に

対
す
る
国
・
県
の
補

正
が
な
い
が
、
酪
農

家
向
け
の
地
方
交
付

金
を
打
ち
出
す
と
の

発
表
が
あ
り
、
秋
の

補
正
で
詳
細
が
決
定

さ
れ
る
予
定
。
今
こ

そ
声
を
大
に
す
る
と

き
で
、
地
元
の
議
員

方
へ
し
っ
か
り
要
請

い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
秋
の
総
裁
選
の

後
に
解
散
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
酪
農

総会のようす

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟　

第
23
回
通
常
総
会
開
催

　

７
月
８
日
、
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟

（
委
員
長　

三
宅
穣
次
）
の
「
第
23
回
通

常
総
会
」
が
お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
３
階

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
代
議
員
制
度
に
よ
る
会
員
46

名
が
出
席
し
、「
穀
物
や
輸
入
粗
飼
料
の

価
格
高
止
ま
り
に
よ
る
飼
料
価
格
へ
の
支

援
要
請
」
や
「
生
産
者
乳
価
値
上
げ
の
獲

得
」
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
、
ま
た
、
今
年
度
か
ら
県
内
の
牛
乳
・

乳
製
品
の
消
費
拡
大
に
向
け
新
た
に
「
高

等
学
校
生
徒
等
に
牛
乳
を
供
給
す
る
仕
組

家
の
縦
と
横
の
つ
な
が
り
を
駆
使
し
て
、

自
民
党
の
議
員
方
の
議
席
を
減
ら
す
こ
と

の
な
い
よ
う
国
政
に
送
り
出
そ
う
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
方
々
よ
り
、
次
の
よ
う
な
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
小
林
義
明
岡
山
県
議
会
議
員

畜
産
振
興
議
員
連
盟

飼
料
が
高
く
な
っ
て
も
、
乳
価
に
転
嫁

で
き
な
い
と
い
う
苦
し
い
状
態
が
続
い

て
い
る
。
秋
の
知
事
選
に
向
け
、
県
独

自
の
支
援
を
探
っ
て
み
る
。
皆
様
の
ご

苦
労
を
忘
れ
て
い
る
訳
で
な
い
。
我
々

も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

・
吉
村
薫
日
本
酪
農
政
治
連
盟
事
務
局
長

酪
農
家
の
皆
様
が
大
変
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
、
皆
様

の
助
け
に
な
る
よ
う
な
政
策
を
講
じ
る

よ
う
農
林
水
産
省
、
議
員
の
方
に
要
請

し
て
き
た
。
今
後
も
、
皆
様
の
意
見
を

幅
広
く
聞
き
、
強
力
に
要
請
活
動
を
進

め
て
い
く
所
存
だ
。

・
植
野
光
雄
中
国
生
乳
販
連
常
務

都
府
県
の
指
定
団
体
の
足
並
み
が
揃
わ

ず
、
乳
価
交
渉
で
皆
様
の
期
待
に
添
え

な
く
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
安
心

し
て
酪
農
経
営
が
で
き
る
よ
う
、
酪
政

連
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
や
る
べ
き

こ
と
を
や
っ
て
い
く
つ
も
り
だ
。

　

ま
た
、
国
会
議
員
秘
書
の
皆
様
に
も
ご

来
賓
と
し
て
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
備
前
支
部
の
藤
本
実

さ
ん
を
選
出
し
、
令
和
５
年
度
の
運
動
報

告
と
収
支
決
算
、
令
和
６
年
度
の
運
動
方

針
と
収
支
予
算
案
、
会
費
賦
課
徴
収
の

件
、
役
員
手
当
支
給
に
関
す
る
件
の
議
案

は
代
議
員
の
皆
様
に
慎
重
審
議
の
も
と
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採

択
で
は
、
備
前
支
部　

原
野
末
廣
さ
ん
に

お
願
い
し
全
員
起
立
し
、
力
強
く
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
唱
和
し
ま
し
た
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

・
改
正
畜
安
法
の
見
直
し
を
勝
ち
取
ろ
う

・
飼
料
価
格
安
定
制
度
の
拡
充
を
図
ろ
う

・
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し

を
勝
ち
取
ろ
う

・
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
と
酪
農
理

解
醸
成
を
図
ろ
う

・
国
産
飼
料
の
生
産
・
利
用
を
拡
大
し
よ

う
・
食
を
守
れ
な
い
国
に
未
来
は
な
い
。
国

土
保
全
に
必
要
な
酪
農
を
守
ろ
う

・
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
農
林
水

産
関
係
予
算
の
拡
充
を
図
ろ
う

・
家
畜
防
疫
・
有
害
鳥
獣
対
策
を
強
化
し

よ
う

　

今
後
、
会
員
皆
様
の
貴
重
な
意
見
、
要

望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
国
、
県
に
要
請
活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
事
務
局
）
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中
販
連
良
質
生
乳
出
荷
者
表
彰

　

７
月
19
日
、
中
販
連
管
内
５
県
に
よ
る

統
一
乳
質
評
価
基
準
に
お
い
て
、「
令
和

５
年
度
良
質
生
乳
出
荷
表
彰
授
与
式
」
が

鳥
取
県
の
大
山
ま
き
ば
ミ
ル
ク
の
里
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
鳥
取
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
大
山
乳
業
の
受
賞
者
に
多
く
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
ら
く
管
内
で

は
４
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
農
家
さ
ん
か

ら
は
、「
厳
し
い
酪
農
情
勢
に
あ
る
中
で
、

安
全
・
安
心
な
生
乳
生
産
は
我
々
の
使
命

で
す
。
い
ろ
い
ろ
苦
労
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
て
祝
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
励

み
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
良
質
乳
生

産
に
向
け
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
部

門
で
は
蒜
山
の
丸
山
昭
博
様
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
受

賞
者
一
覧
に
つ
い
て
は
別
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
業
本
部
）

ジャージー部門
　真　庭　市　丸山　昭博　様　最優秀賞　3,215点
　（FAT平均5.07％　SNF平均9.38％　体細胞平均10.0万　細菌数平均0.9万）
　真　庭　市　丸山　弘一　様　優秀賞　3,085点
　（FAT平均5.57％　SNF平均9.63％　体細胞平均16.7万　細菌数平均1.8万）
ホルスタイン部門
年間乳量250ｔ未満の部
　吉備中央町　草地　勝弘　様　優良賞　3,170点
　（FAT平均3.81％　SNF平均8.78％　体細胞平均6.9万　細菌数平均0.7万）
年間乳量250ｔ～500ｔ未満の部
　倉　敷　市　三宅　安史　様　優良賞　3,790点
　（FAT平均4.10％　SNF平均8.89％　体細胞平均7.1万　細菌数平均0.5万）

ホルスタイン部門　年間乳量250ｔ未満の部　優良賞
吉備中央町　草地　勝弘牧場

ジャージー部門　最優秀賞
真庭市　丸山　昭博牧場

ホルスタイン部門　年間乳量250ｔ～500ｔ未満の部　優良賞
倉敷市　三宅　安史牧場

ジャージー部門　優秀賞
真庭市　丸山　弘一牧場

令和５年度良質生乳出荷者表彰式
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　令和６年４月より生乳検査機器「コンビフォス７DC」が稼働開始し、新しく種別体細胞が計測でき
るようになりました。
　この種別体細胞（DSCC）を上手に活用すれば、乳房炎の発生を少なくし、抗生物質等の使用を減少
させることができます。
種別体細胞（DSCC）とは
　種別体細胞数DSCC測定（Differential Somatic Cell Count）
　体細胞数（白血球）の種類ごとの割合を測定
　　白血球とは主に好中球・リンパ球・単球（マクロファージ）・好酸球・好塩基球の５種類
　　　・DSCC=（好中球+リンパ球）の比率
　　　・マクロファージ＝100−DSCC
　種別体細胞（DSCC）で乳房炎感染状況を見極める

●生乳検査で体細胞数の測定と同時にその構成比率を調べるこ
とで、乳房炎の初期ステージなのか終期ステージなのかを把
握し、症例に応じた治療を施せる。
☆不要な抗生物質等の利用を防ぐことで廃棄乳を減らす

●体細胞数が低いにも関わらず好中球の比率が高いことが判明した場合、潜在的な乳房炎または初期段
階であることが把握できる。
☆早期の治療により重症化を防ぐ

●体細胞が高いにも関わらず好中球、リンパ球
が少ない場合は慢性乳房炎症例の指標とな
る。
☆組織修復や抗炎症作用のため、治療効果があ
まりない場合もある

《目安として利用されてる数値》
　乳房の健康をグループ分けUHG（Udder 
Health Groups）とは

技術のページ

種別体細胞の表示について
事業本部

体細胞数20万／㎖　　DSCC65％

※種別体細胞数については、個体の依頼検査・分配検査（バルク乳）で表示されますが、バルク乳での数値が高い場合
は、個体検査をしましょう。

※牛検個体データは牛検速報として各事務所にて対応できますが、個体別成績表には表示されていません（現在、事業
団と調整中）。
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DSCC測定の今後（例）

DSCCの検証
〇全分房が高い場合⇒乳房以外の場所で炎症が起きている可能性が
　ある(子宮内膜炎・飛節の腫れ等の関与）
〇分娩後間もない場合⇒成分・体細胞も高めに出る
〇サンプリングについて⇒前搾り・後搾りどちらでも問題はない

※令和６年８月１日以降の依頼検査・分配検査の結果送信時に表示されます

　

７
月
18
日
～
19
日
、「
第
51
回
全
国
酪

農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会
」
が
名
古
屋

東
急
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会
議
の
代
表
と

し
て
、
蒜
山
地
域
の
筒
井
省
悟
さ
ん
が
出

場
さ
れ
ま
し
た
。
経
営
発
表
の
部
に
お
い

て
、
筒
井
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

見
事
全
国
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

発
表
者
の
皆
さ
ん
は
、
共
通
し
て
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
地
域
へ
の
貢

献
を
積
極
的
に
実
践
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
に
お
い
て
筒
井
さ
ん
は
、
地
元
で
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
立
ち
上
げ
、
猟
友
会
・
酪

大
の
ヘ
ル
パ
ー
研
修
を
活
用
し
た
次
世
代

を
担
う
人
材
の
育
成
、
地
域
の
夏
祭
り
を

復
活
さ
せ
伝
統
行
事
を
継
続
さ
せ
る
な

ど
、
酪
農
関
係
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
地

域
貢
献
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
で
は
第
三
者
継
承
に
よ
る

出
場
者
が
多
く
、
筒
井
さ
ん
も
ご

自
身
の
第
三
者
継
承
に
よ
る
困
難

や
そ
れ
を
解
決
し
て
い
っ
た
経
験

発
表
が
、
こ
れ
か
ら
就
農
す
る
後

継
者
に
大
い
に
参
考
に
な
る
点
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
は
も
っ
と
こ
う
し
た
方

が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」
と
会

を
重
ね
る
ご
と
に
よ
り
良
い
も
の

を
作
ろ
う
と
す
る
筒
井
さ
ん
を
は

じ
め
、
動
画
を
盛
り
込
む
工
夫
を

凝
ら
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
担
当
者
さ
ん
や
全
酪
連

職
員
さ
ん
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
っ
た
酪
農
家
の
皆
様
、
全

員
の
尽
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
結
果

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
生
産
支
援
課
）

筒
井
省
悟
さ
ん
全
国
発
表
大
会
で
優
勝

記念撮影のようす
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はじめに
　いつもお世話になっております。全酪連の伊

い

藤
とう

舞
ま

優
ひろ

です。猛暑到来の夏となりましたが、皆様いかが
お過ごしでしょうか。関東で生まれ育った私にとって、岡山の夏は未知なるもので、こんなにも暑いも
のなのか！と思いながら、毎日汗をかいております。牛舎の中はさらにあつく、人間でもばててしまう
暑さに、毛皮とルーメンを持ち合わせた牛たちはさらに厳しい季節ではないでしょうか。
　牛は、THI（温湿度指数）65以上で暑熱ストレスを感じると言われており、気温20℃湿度50％以上で
THI65、つまり、今の時期はほとんどの牛たちが暑熱ストレスを抱えていることになります。暑熱スト
レスの下では採食量の低下が起こります。採食量が低下すると必要なエネルギーが確保できず、不足分
のエネルギーを補うために体脂肪動員が促されます。
　今回は、そんな暑熱ストレスによって引き起こされる症状の一つである「ケトーシス」について少し
お話させていただきます。おからくだより４月号でも、乳成分から見たケトーシスについて触れていま
すので、そちらも参考にしていただければ幸いです。
ケトーシスについて
　ケトーシスとは、泌乳初期のエネルギー不足によって引き起こされる、代謝障害の一つです。
　移行期牛は、分娩が近づくと乾物摂取量（DMI）が低下する一方で、分娩後には泌乳量増加に伴い
エネルギー要求量が上がります。泌乳に必要なエネルギー量が上がるなか、DMIの回復が追い付かな
いと、エネルギー要求量を満たせない「負のエネルギーバランス」となります。このようなエネルギー
不足に陥ると、牛は体に蓄えた体脂肪を動員し、エネルギー源として利用しようとします。
　体脂肪として蓄えられる中性脂肪は、分解されて遊離脂肪酸（NEFA）となり、血液を通して肝臓に
運ばれます。通常であれば、肝臓に送られたNEFAはエネルギーとして利用されるか、「ケトン体」に
処理されます。また、一部は脂肪として肝臓に蓄積されます。
　しかし、DMIが回復せずに負のエネルギーバランスが続くとどんどん体脂肪を動員させるため、肝
臓へのNEFAの流入量も増加していきます。肝臓による
NEFAの処理が追い付かなくなり、中性脂肪が肝臓に蓄
積した状態を「脂肪肝」、血中にケトン体が極端に増え
た状態を「ケトーシス」と呼びます。
　ケトーシスでは、食欲不振とそれに起因する体重
（BCS）や乳量の減少（図１）、ふるえなどの神経症状
が見られ、乳房炎や繫殖成績低下のリスクを高めます。
ケトーシスの対策
　ケトーシスは予防が重要です。
①分娩後の体脂肪分解を防ぐため、乾乳期のBCSの変化を確認し、過肥状態（BCS3.5以上）で分娩を迎

えないようにする。
②分娩21日前からDMIを維持し、分娩後も飼料や給餌方法によってDMIを高め、肝臓へのNEFAの流

入量を減少させる。特にDMIが下がる夏場は、DMI維持の工夫として、粗飼料の細断や多回給餌が
効果的。

③肝臓への負担を減らし、NEFAをエネルギーに変える能力、肝臓からスムーズに脂肪を排出する能力
を高める。

　ケトーシスの予防にはDMIの維持が重要ですが、DMIが下がる夏場には基本的な暑熱対策も行う必
要があります。
基本的な暑熱対策について
　暑熱対策には、施設面からのアプローチと飼料給与面からのアプローチがあります。
　施設面の対策には、風速３ｍ／ｓ以上を確保するため、換気扇の掃除や増設、設置角度の見直しなど
があげられます。また、遮熱塗料や寒冷紗を利用して牛舎内の熱を遮るのも効果的です。飲水量の確保

暑熱ストレスによる影響～ケトーシス～
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　中四国事務所　伊藤　舞優

図１　極度に痩せたケトーシス牛
（引用：テレビ・ドクター４

よく分かる乳牛の病気100選）
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も重要で、牛は１日に60〜90ℓ以上飲水し、多いと120〜150ℓ以上飲む牛もいます。
　飼料給与面の対策は、粗飼料の細断や多回給餌だけでなく、嗜好性の良い発酵飼料の給与も効果的で
す。また、重曹や油脂などの添加物を給与することで、費用対効果のある暑熱対策が可能です。
「快肝」について
　全酪連では、脂肪代謝により負担がかかる肝臓への
アプローチとして、移行期専用混合飼料「快肝」を供
給しており、３つの成分が脂肪のスムーズな代謝をサ
ポートします。詳しくは添付のパンフレットをご参照
ください。
①バイパスコリン：肝臓内の脂肪を血液で運びやすく

し、スムーズな脂肪排出を促します。
②バイパスナイアシン（ニコチン酸）：肝臓への

NEFA供給を低下させ、脂肪の正常な代謝を促しま
す。

③パントテン酸カルシウム：脂質の代謝に関わり、肝
臓へ脂肪が蓄積するのを防ぎます。

　９月30日までキャンペーン価格として、通常より1,000円引きの8,600円（税抜）で提供しております。
暑熱期だけでなく、普段の移行期対策にもお使いいただけますので、ぜひこの機会にお試しください。
おわりに
　今回は、「ケトーシス」についてお話させていただきました。まだまだ暑さが続くと思いますが、お
体に気を付けながら、牛の暑熱対策についても考えていただければと思います。ご不明な点などありま
したら全酪連職員へお問い合わせください。最後までお読みいただきありがとうございました。
引用：テレビ・ドクター４　よく分かる乳牛の病気100選、全酪連大阪支所酪農生産研究会研修会（2023）

　

７
月
16
日
、「
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟

備
北
支
部
・
び
ほ
く
酪
農
組
合
総
会
」
が

高
梁
市
落
合
町
「
モ
ラ
ン
ボ
ン
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
10
名（
17
名
中
）が
出
席
さ
れ
、

ま
た
来
賓
の
皆
様
に
も
14
名
の
出
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

酪
政
連
備
北
支
部
の
総
会
は
、
三
宅
支

部
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
岡
山
県
議
会
議

員
小
林
義
明
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
第
１
号
議
案
か
ら
第

３
号
議
案
ま
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
、
び
ほ
く
酪
農
組
合
総
会
が

鍋
島
組
合
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
高
梁
市

農
林
課
課
長
補
佐　

村
上
様
、
備
中
県
民

局
総
括
副
参
事　

田
辺
様
、
津
山
家
畜
保

健
所
所
長　

平
田
様
、
お
か
ら
く
組
合
長

檜
尾
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
第
１
号
議
案
か
ら
第

６
号
議
案
ま
で
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
来
賓
の
方
々
を
交
え

懇
親
会
を
開
催
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
忙
の
中

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
来
賓
、
組
合
員

の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
び
ほ
く
地
区
良
質
乳
表
彰

・
最
優
秀
賞　

上
森　
　

亨
さ
ん

・
優
秀
賞　

鈴
村　

久
治
さ
ん

・
優
秀
賞　

藤
原　

完
治
さ
ん

・
努
力
賞　

石
井　

吉
光
さ
ん

・
努
力
賞　

中
山　
　

徹
さ
ん

（
び
ほ
く
事
務
所
）

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
備
北
支
部
・

び
ほ
く
酪
農
組
合
総
会
を
開
催

総会のようす

良質乳表彰のようす
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
９
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

９
月
の
採
卵
計
画
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ

り
詳
細
な
情
報
が
必
要

な
場
合
は
、
最
寄
り
の

家
畜
保
健
衛
生
所
、
受

精
卵
移
植
師
の
方
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
能
力
評
価
を

牛
群
検
定
成
績
か
ら
行

う
た
め
、
検
定
参
加
農

家
の
方
を
譲
渡
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日

や
交
配
予
定
種
雄
牛
は

急
遽
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い

ま
す
。

　

次
回
の
採
卵
は
10
月

10
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

※
ご
要
望
・
ご
意
見
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
畜

産
研
究
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【優良牛】（選別性判別無し＠32,560、雌判別@43,450） 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日

♀：ＯＡＣ　ウエストジエツト　コルト　ウルル　ＥＴ
登録番号：13909  7320  2
輸入卵産子、産乳成分、長命連産効果に優れる

９／12

♂：レネゲード（250H14134）米国38位
多くの種雄牛を輩出、乳器・肢蹄改良に優れる

総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

2691

2235

427

1%

1%

8%

46% 29

78733
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1%
96973

0
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40
60
80

100

交配精液は、長命連産事業対象（＠6,000円以内）です。
事業の詳細は、おかやま酪農協へお問い合わせいただくか、農林水産省のホームページをご覧ください。
在庫卵情報

採卵牛 総合指数（順位） 系統 個体識別番号 種雄牛 性※ 保存※※ 在庫数
シヤルル 2702 １％ シヤーレツテイ 1390973028 バーグーン（♀） 507H16163 判別♀ ガラス化 4

　 選別精液♀ ガラス化 4

キルア 2628 １％ キヤロツトＫ 1354972012 パースーツ（♀） 777H11186 判別♀ ガラス化 1

　 選別精液♀ ガラス化 3

キズナ 2537 １％ チヤシテイ 1509873652 オービツト（♀） 507H15496 選別精液♀ ガラス化 4

キキ 2514 １％ キヤロツトＫ 1390973127 ハイプレシヤス（♀）JP61137 判別♀ ガラス化 2

ゼツト 2363 １％ ルドジツプ 1600872127 トツプシヨツト（♀）11H11779 選別精液♀ ガラス化 3

キヤシー 2344 １％ チヤシテイ 1607272593 キヤプテン（♀） 551H4119 選別精液♀ ガラス化 6

プクリン 2237 ２％ ペニア 1395174048 マグナム（♀） 507H15839 選別精液♀ ダイレクト 6

ラビー 2044 ３％ ラベール 1600872271 フロストバイト（♀）7H15821 選別精液♀ ガラス化 3

ボラーレ 1918 ４％ ボンビ 1379523800 タヒチ（♀） 7H14229 判別♀ ガラス化 1

　 レネゲード（♀） 550H14134 選別精液♀ ガラス化 3

プリン 1774 ６％ ペニア 1536996850 パースーツ（♀） 777H11186 判別♀ ガラス化 2

　 選別精液♀ ガラス化 3

キアリス 1731 ７％ キヤロツトＫ 1407270799 フロストバイト（♀）7H15821 判別♀ ガラス化 1

アルコーブ（♀） 777H11000 選別精液♀ ダイレクト 12

キヤリー 1661 ９％ チヤシテイ 1546371500 アルコーブ（♀） 777H11000 選別精液♀ ダイレクト 6

ヒリジツト 1361 18％ ヒラリー 1378071203 オービツト（♀） 507H15496 選別精液♀ ガラス化 4

※判別♀：受精卵を性判別、選別精液♀：性選別精液使用・卵の性判別無し
※※ガラス化：畜産研究所で融解、ダイレクト：移植時に融解移植
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女
性
部
全
体
交
流
会

お
か
や
ま
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会

令
和
６
年
度
通
常
総
会
開
催

　

７
月
４
日
、「
第
16
回
お
か
ら
く
女
性

部
全
体
交
流
会
」
が
真
庭
市
湯
原
温
泉
の

国
際
観
光
ホ
テ
ル
菊
之
湯
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
イ
ナ
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
立
野
美
香
代
表
を
講
師
に

招
き
、「“
き
く
”
こ
と
で
み
え
て
く
る
相

手
の
オ
・
モ
・
イ
～
あ
な
た
は
ど
の
く
ら

い
“
き
く
”
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
か
～
」

と
題
し
て
、“
人
と
会
話
を
す
る
時
の
聴

き
方
”
や
“
聴
き
手
の
在
り
方
”
に
つ
い

て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
参
加
者
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

始
め
た
立
野
さ
ん
は
、
途
中
か
ら
投
げ
ら

れ
た
ボ
ー
ル
を
わ
ざ
と
取
ら
な
か
っ
た

り
、
取
れ
な
い
よ
う
な
ボ
ー
ル
を
投
げ
返

し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
受
け
手
が
無
視
を
し
た
ら
投

げ
る
の
を
た
め
ら
う
よ
う
に
な
る
」「
強

い
ボ
ー
ル
を
投
げ
ら
れ
る
と
受
け
る
の
が

　

７
月
17
日
、
お
か
や
ま
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

改
良
同
志
会（
会
長　

山
本
真
五
）の「
令

和
６
年
度
通
常
総
会
」
が
岡
山
市
北
区
建

部
町
の
た
け
べ
八
幡
温
泉
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
会
員
数
11
名
（
会
員
数
60
名
）、

来
賓
に
岡
山
県
よ
り
畜
産
課　

池
田
克
美

総
括
参
事
、
岡
山
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー
よ
り

岩
間
悟
場
長
・
水
野
賢
一
専
門
役
、
お
か

ら
く
よ
り
三
宅
穣
次
専
務
を
お
招
き
し
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
備
前
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志

会
の
土
佐
良
輔
さ
ん
を
選
出
し
、
書
記
は

生
産
支
援
課
の
日
野
翔
太
さ
ん
が
務
め
ま

怖
く
な
る
」
さ
ら
に
「
相
手
が
不
快
な
行

動
を
取
る
と
、
同
じ
よ
う
に
や
り
返
し
た

く
な
る
」「
相
手
が
き
ち
ん
と
し
て
く
れ

な
い
と
、
こ
ち
ら
か
ら
投
げ
る
こ
と
を
諦

め
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
立
野
さ
ん
は
「
こ
れ
は
会
話
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
お
い
て
も
同
様
で
、

受
け
る
相
手
が
ど
う
思
う
か
を
考
え
て
投

げ
る
こ
と
が
大
切
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

次
に
参
加
者
が
二
人
一
組
に
な
り
、

「
親
」
と
「
子
」
に
な
り
き
っ
て
実
体
験

を
基
に
会
話
を
進
め
て
い
く
と
い
う
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
形
式
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。
初
め
は
な
か
な
か
会
話

が
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
立
野
さ
ん
か

ら
の
「
聴
き
手
は
客
体
で
あ
り
相
手
が
主

体
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
意
識
し
、
相
手

を
主
語
に
し
た
文
章
で
会
話
を
進
め
て
い

く
こ
と
で
、
徐
々
に
相
手
の
気
持
ち
に
寄

り
添
っ
た
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
仕
事
で
も

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
非
常
に
重
要
で
す

が
、
実
際
に
は
家
族
や
世
代
の
異
な
る
従

業
員
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
円
満
な
家

庭
づ
く
り
・
職
場
づ
く
り
の
た
め
、「
聴

き
方
」
を
意
識
し
た
会
話
を
心
が
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（生

産
支
援
課
）

し
た
。

　

第
16
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

に
向
け
た
取
り
組
み
の
中
で
、
現
在
の
酪

農
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
に
お
い
て
も

同
志
会
員
が
先
頭
を
切
っ
て
各
々
が
で
き

る
こ
と
に
着
手
し
て
前
進
し
て
い
こ
う
と

い
う
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
も
総
会
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
各
関
係
機
関
の
皆
様

の
ご
協
力
が
な
く
て
は
で
き
な
い
こ
と
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
お

礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
生
産
支
援
課
）

交流を深めました

お
か
や
ま
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
総
会
開
催

　

７
月
23
日
、「
お
か
や
ま
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
組
合
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
慎
重
な

審
議
の
う
え
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
負
担
金
、
基
本
料
金

の
改
正
に
つ
い
て
協
議
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
理
事
会
決

議
後
に
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
充
実
と
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
交
代

　

監　

事　

朝
倉　

正
治
さ
ん

（
生
産
支
援
課
）

挨拶をする組合長の
佐賀勲さん
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

皆
さ
ん
に
は
「
推
し
」
と
い
う
存
在

が
い
ま
す
か
？
昨
年
、
ひ
ろ
ば
に
て
私

の
推
し
の
「
Ａ
ｄ
ｏ
」
に
つ
い
て
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
詳
し
く

は
お
か
ら
く
だ
よ
り　

２
０
２
３
年
９

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
そ
の
後
「
Ａ

ｄ
ｏ
聴
い
た
よ
！
」
と
の
声
を
複
数
い

た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ま
だ
彼
女
の
歌
を
聞
い
た
こ
と
の
な
い

方
は
ぜ
ひ
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
！
と

い
う
こ
と
で
、今
回
は
私
の
「
推
し
活
」

に
つ
い
て
話
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
も
そ
も
「
推
し
活
」
と
は
、“
推

し
を
応
援
す
る
活
動
”
の
こ
と
で
す
。

応
援
の
仕
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
代
表
的

な
例
を
挙
げ
る
と
、
グ
ッ
ズ
の
購
入
、

ラ
イ
ブ
参
戦
、
フ
ァ
ン
ア
ー
ト
制
作
、

聖
地
巡
礼
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
私
は
主

に
歌
の
拝
聴
、
ラ
イ
ブ
参
戦
、
グ
ッ
ズ

収
集
を
中
心
に
推
し
活
を
し
て
い
ま

す
。
過
去
に
参
戦
し
た
ラ
イ
ブ
は
さ
い

た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
の
２
ｎ
ｄ

　

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
「
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
」、
全

国
ツ
ア
ー
２
０
２
３
「
マ
ー
ズ
」
の
広

島
公
演
・
大
阪
公
演
、
国
立
競
技
場
で

の
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
「
心

臓
」、
現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ　

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ　

２
０
２
４
「
モ

ナ
・
リ
ザ
の
横
顔
」
の
大
阪
・
広
島
・

愛
知
・
福
岡
・
神
奈
川
公
演
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
ラ
イ
ブ
グ
ッ
ズ
も
購
入
し
ま

し
た
。
世
界
ツ
ア
ー
「
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
」
の

グ
ッ
ズ
の
他
に
も
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
サ

ン
リ
オ
な
ど
コ
ラ
ボ
商
品
の
購
入
、

く
ら
寿
司
と
の
コ
ラ
ボ
ク
リ
ア
ポ
ス

タ
ー
・
フ
ァ
イ
ル
は
全
８
種
を
コ
ン
プ

リ
ー
ト
し
ま
し
た
。
特
に
く
ら
寿
司
の

よ
う
に
限
定
も
の
で
先
着
順
の
グ
ッ
ズ

は
す
ぐ
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

コ
ラ
ボ
当
日
の
う
ち
に
行
く
の
が
鉄
則

で
す
。
ま
た
、
グ
ッ
ズ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

購
入
と
な
る
と
、
そ
の
時
間
に
一
気
に

ア
ク
セ
ス
が
集
中
し
て
サ
イ
ト
に
入
れ

な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
通
信
環
境
の
良
い
場
所
で
事
前
に
待

機
し
て
お
く
の
が
聡
明
で
す
。
し
か

し
、
な
か
に
は
購
入
す
る
数
量
が
限
ら

れ
て
い
る
商
品
も
あ
り
、
そ
の
た
め
本

来
な
ら
最
低
で
も
保
存
用
と
使
用
の
２

つ
は
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
１
つ
だ

け
し
か
買
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
そ
の
う
え
完
全
数
量
限
定
と
な

れ
ば
争
奪
戦
が
始
ま
り
ま
す
。
グ
ッ
ズ

購
入
は
フ
ァ
ン
同
士
の
戦
争
と
も
言
え

る
ほ
ど
、
フ
ァ
ン
は
常
に
全
力
で
グ
ッ

ズ
の
購
入
に
挑
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

私
に
は
グ
ッ
ズ
を
購
入
す
る
に
お
い

て
自
身
で
設
け
て
い
る
「
ル
ー
ル
」
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
転
売
さ
れ
た
も

の
は
買
わ
な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
で

す
。
と
は
言
え
、
フ
ァ
ン
を
卒
業
し
た

方
か
ら
定
価
以
下
で
購
入
す
る
と
い
う

の
は
問
題
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
限
定
商
品
な
ど
を
転
売
用
に
購
入

し
定
価
よ
り
高
値
で
売
ら
れ
て
い
た
場

合
、
ど
ん
な
に
欲
し
か
っ
た
と
し
て

も
購
入
し
な
い
と
決
め
て
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
私
に
と
っ
て
こ
れ
は
お
金
の
問

題
で
は
な
く
、
推
し
自
身
が
「
転
売
は

や
め
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
購
入
者
に
は
関
係
な
い
の
で

は
？
と
思
う
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
購
入
者
が
い
る
か
ら
転
売

も
減
ら
な
い
、
買
う
こ
と
で
悪
循
環
を

生
み
だ
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
い
っ
た
商
品
を
購
入
し
た
く
な
る

気
持
ち
は
痛
い
ほ
ど
わ
か
り
ま
す
。
で

す
が
、
は
た
し
て
そ
れ
を
買
う
こ
と
は

本
当
に
推
し
を
応
援
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
む
し
ろ
悲
し
ま

せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い

ま
す
。
自
己
満
足
の
た
め
に
購
入
す
る

こ
と
で
推
し
が
悲
し
む
の
な
ら
私
は
買

わ
な
い
選
択
肢
を
選
び
ま
す
。
以
前
も

書
き
ま
し
た
が
、
推
し
の
幸
せ
は
私
の

幸
せ
な
の
で
す
。

　

今
回
、
私
な
り
の
「
推
し
活
」
に
つ

い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、「
推
し
」
の
定
義
も
「
推
し
活
」

の
仕
方
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
お
金
を

か
け
る
こ
と
だ
け
が
推
し
活
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、

実
は
私
、
只
今
推
し
活
の
真
最
中
な
の

で
す
。
お
気
づ
き
に
な
ら
れ
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
形
で
皆
さ
ん

に
「
推
し
の
布
教
」
を
す
る
こ
と
も

推
し
活
の
一
環
で
あ
り
、
昨
年
か
ら
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
推
し
活
を
し
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
よ
う
に
布
教
と
い
う

形
な
ら
お
金
を
か
け
ず
と
も
推
し
を
応

援
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
私
に

と
っ
て
「
推
し
」
と
は
生
き
る
活
力
、

私
の
生
活
は
推
し
を
中
心
に
回
っ
て
い

ま
す
。
日
々
推
し
活
を
す
る
こ
と
で
私

は
今
日
も
元
気
に
！
毎
日
を
楽
し
く
過

ご
せ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機

に
「
推
し
活
」、
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

推
し
活備

南
事
務
所　

向
井
扶
祐
美

サンリオとのコラボキャラクター
アドローザトルマリィ

（なんとフランスのサンリオキャラ
クター大賞で人気２位でした！）
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事

報

理

会

告

　

６
月
28
日
、
第
２
８
７
回
理
事
会
を
理

事
９
名
、
監
事
３
名
が
出
席
し
、
開
催
し

た
。

　

檜
尾
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
６
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
６
年
度
５
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
定
例
監
事
監
査
の
結
果
に
対
す
る
回
答

に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
決
算
に
係
る
監
事
監
査
報

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
吉
備
中
央
町　

大
木
直
太
郎
様
よ
り
見
舞
返
礼
金
と
し
て
、
津
山

市　

吉
原　

謙
一
様
よ
り
役
員
退
職
に
あ
た
り
、（
一
財
）
お
か
ら
く
教
育
振
興

会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

告
に
対
す
る
回
答
を
監
事
に
報
告
し
た
。

○
職
員
の
定
期
昇
給
及
び
夏
季
手
当
に
つ

い
て

　

令
和
６
年
度
職
員
の
定
期
昇
給
及
び
夏

季
手
当
の
支
給
を
決
定
し
た
。

○
き
び
じ
酪
農
運
輸
の
要
請
の
対
応
に
つ

い
て

　

き
び
じ
酪
農
運
輸
の
要
請
に
つ
い
て
協

議
し
、
再
度
き
び
じ
酪
農
運
輸
と
交
渉
の

う
え
、
次
回
理
事
会
で
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
。

○
報
告
事
項

　

定
例
監
事
監
査
の
日
程
に
つ
い
て
、
Ｄ

Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
表
示
に
つ
い
て
、
安
全
安
心
確

保
対
策
に
つ
い
て
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
作
成
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

★材　料（４人分）
　牛乳……………………500㎖
　薄力粉…………………500ｇ
　卵………………………２個
　ごま油…………………大さじ２
　塩………………………小さじ１
　ニラ……………………３束
　ニンジン………………1/2本
　ベーコン………………４枚
　レタス…………………適量
【タレ】
　しょうゆ………………大さじ４
　酢………………………大さじ４
　ごま油…………………大さじ１
　いりごま………………適量

やさしいミルクチヂミ

令和5年度「牛乳・乳製品利用料理コンクール岡山県大会」優良賞
岡山県立高梁高等学校2年　三上　凜さんのアイデアレシピ

★作り方
①ニラはざく切り、ニンジン・ベーコンは千切りにする。

②薄力粉、牛乳、卵、塩をボウルに入れ、泡だて器で混
ぜ合わせる。

③②に①を加え、よく混ぜ合わせる。

④フライパンにごま油をひき、③の半量を流し入れる。

⑤蓋をして中火で両面焼く。

⑥しょうゆ・酢・ごま油・いりごまを混ぜ合わせ、タレ
を作る。

⑦焼けたチヂミを食べやすい大きさに切り、レタスを敷
いた皿に盛りつけたら完成。
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生乳販売量（令和6年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和6年度）生乳販売量（令和5年度） 購買取扱数量（令和5年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

６

６
４～６

４～６
６

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５７２,８５７
１,７７３,２４９

７,７８４
２４,７２６
３２８,７３８

,

２９２,７３９
８５３,２４７
７,４５９
２２,５２６
６５,８５９

１３５,１７８
４８３,５５５

２５５
１,８８５

１２２,２２５

１４４,９４０
４３６,３６４

７０
３１４

１４０,６５４

98.9 
99.9 
99.3 
100.3 
98.1 

98.6 
97.4 
98.4 
97.0 
93.6 

94.6 
103.1 
141.7 
166.7 
94.2 

103.8 
101.5 
93.3 
103.6 
104.1 

5,370

5,053

7,784

7,831

　

７
月
に
つ
い
て
は
、
出
回
資
源
が
夏
か
ら
10
月
分
娩
へ
の
移
行
時
期
と
な
っ
た
こ
と

と
、
６
月
相
場
の
値
ご
ろ
感
か
ら
や
や
需
要
が
回
復
し
、
平
均
価
格
は
税
込
44
万
７
千

円
（
前
月
比
２
万
６
千
円
高
・
前
年
比
３
千
円
高
）
と
回
復
基
調
で
推
移
し
た
。

　

８
月
に
つ
い
て
は
、
秋
以
降
分
娩
に
移
行
し
て
い
く
時
期
と
な
る
中
、
暑
熱
事
故
等

の
代
替
な
ど
一
定
の
更
新
需
要
が
見
込
ま
れ
、
相
場
は
強
含
み
で
推
移
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
８月

５日　西大寺地区全戸巡回

19日　津山・真南地区全戸巡回

20日　びほく地区全戸巡回

21日　備南地区全戸巡回

23日　管理職会議

26日　蒜山地区全戸巡回

27日　勝英地区全戸巡回

30日　理事会

９月

18日　蒜山地区乳牛共進会

20日　管理職会議

25日　牛乳・乳製品利用料理コンクール

書類審査会

27日　理事会
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